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令和 8 年度 第 2 回 我孫子市平和事業推進市民会議 会議概要 

 

1. 開催日時 

令和 8 年 7 月 18 日（土） 10：００～ 

 

2. 開催場所 

我孫子市役所 議会棟 1 階第一委員会室 

 

3. 出席者 

（委員）桑原会長、早乙女副会長、稲見委員、金井委員、蒲田委員、 

北嶋委員、見城委員、根本委員、早坂委員、的山委員、山田委員、 

山元委員 

（事務局）山田係長、角田主任主事、岡野主事 

 

4. 傍聴 

 なし 

 

5. 内容 

（１） 開会 

（２） 令和８年度事業について 

１） 平和祈念式典、灯ろう流し 

２） 平和の集い 

３） その他 

（３） 閉会 
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6. 会議内容 

（１） 開会 

桑原会長から全体へ挨拶を行った。 

 

（２） 令和 8 年度事業について 

１） 平和祈念式典、灯ろう流し 

 アビスタホール内壁の剥離により使用不可になったことを説明した。 

それに伴い、日程変更、式典内容の変更の可能性があることも併せて説明し

た。決定次第、委員へ速やかに連絡する旨を伝えた。 

→アビスタホールが使用不可のため、ミニホールでの開催が決定した。 

 

① 平和祈念式典 

 平和祈念式典の担当者決めを行い、以下の通り決定した。 

司会：根本委員 

朗読：早乙女委員（補欠で山田委員） 

受付：石井委員、蒲田委員、北嶋委員 

 代表献花の際の花束手渡しは稲見委員に、屋外移動時の花渡しは蒲田委

員、北嶋委員に決定した。 

 

 ―委員からの意見― 

 屋外移動時の花渡しは、ホール出口で渡せるとよい。（北嶋委員） 

 会場変更によって、様々な変更が考えられるため、すぐに事務局から連絡

がいく体制を整えておいてほしい。（桑原会長） 

 

② 灯ろう流し 

 今年度も引き続き「とうろうに平和の願いを込めて」のイベント名で開催す

ることとした。 

 灯ろう作成の担当者決めを行い、以下の通り決定した。 

説明者：早坂委員（メイン）、北嶋委員（サブ） 

受付：山田委員、見城委員 

また、灯ろう流しの際の受付も、山田委員、見城委員に決定した。 
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募集方法は LINE 申請で行うことと、募集期間は８月１日から９日、募集

人数を４０名とする旨を説明した。 

 

 ―委員からの意見― 

 作成した灯ろうはどうするのか。（早坂委員） 

   →基本は持ち帰っていただく。希望があれば公用車で運ぶことも可能。（事    

    務局） 

 灯ろう作成はミニホールでそのまま実施するのか。式典が日程変更にな

った場合はどうするのか。（蒲田委員） 

   →ミニホールで実施予定。日程変更の場合も、８月１５日に実施する。（事務

    局） 

 灯ろう作成時に使用する机にカバーをしたい。（桑原会長） 

  →ビニールを用意して対応する。（事務局） 

 

 

２） 平和の集い 

 平和の集いの中での平和のうたの合唱の募集、実施方法について協議し

た。募集については、広報あびこで一般公募し、年齢制限は設けず、全世代

を対象とすることに決定した。 

 可能であれば、オープニングとエンディングのそれぞれで、平和のうたの合

唱をすることが決まった。オープニングはピアノなしでの合唱になるので、合

唱団体に依頼する方向で進めていき、エンディングは、広報あびこの募集で

集まった市民の方の合唱で、ピアノ伴奏の使用も視野に進めていくことが決

まった。練習は、１０月、１１月に各１回ずつ予定している旨を説明した。それぞ

れの合唱の形式等の意見を求めた。 

 

 

― 委員からの意見 ― 

 平和のうたの周知のためにイベントごとに流してはどうか。（的山委員） 

  →式典などで流す予定。灯ろう流しの際にも流せるように検討する。（事務

    局） 
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 パネル、折り鶴展に平和のうたの詩を掲示させてほしい。（北嶋委員） 

  →社会福祉課と協議する。（事務局） 

  →A2 パネルで展示することになった。 

 昨年、もっと人数がいるほうが良いと感じたため、募集人数の制限は設け

なくてよいと思う。（早乙女委員） 

 合唱を２回に分けるならば、人数制限を設けなくてよいと思う。（山田委

員） 

 今年は佐々木祐滋さんがいないためマイクなしになるが、声が届くか心

配なので、多くの人を募集したい。（北嶋委員） 

 歌の練習は、市役所内ではハードルが高いので、駅前など施設で実施す

べきではないか。また、派遣中学生 OB・OG にも声をかけるべきではな

いか。（蒲田委員） 

  →なるべく市民プラザ等での練習を検討している。派遣中学生 OB・OG に

    声をかける予定である。（事務局） 

 歌の完成度よりも、市民が一緒に歌うことを大切にしたい。また、平和の

歌を広く知ってもらうことを目的としたい。（北嶋委員） 

 二次元コード等を活用し、動画で事前練習できるようにしてはどうか。

（蒲田委員） 

  →広報あびこに二次元コードを掲載するなどの方法で検討する。（事務局） 

 合唱団体は、昨年も団員である OG が参加していただいたこともあるの

で、アンサンブルルミエールにお願いしたい。（早乙女委員）  

  →事務局から連絡する。（事務局） 

３） その他 

 事務局より、7 月 21 日（火）に長崎派遣事業事前説明会の実施につい

て説明した。 

 事務局より、広報あびこ 8 月 1 日号の 6 面、7 面に平和特集記事が掲

載される旨を伝えた。 

 早乙女委員より、8 月 20 日（木）に開催する、リレー講座講師育成ワー

クショップの詳細の説明があった。 

 見城委員より、柏・麦わらぼうしの会 朗読劇「この子たちを忘れない

2026」－1945 ヒロシマ・ナガサキ原爆の記憶－についての案内があっ
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た。 

 北嶋委員より、我孫子市国際交流協会のあびこ国際交流スピーチ大会

の空いている時間で、平和のうたを流すと報告があった。 

 長崎派遣随行委員の山元委員、金井委員から抱負が述べられた。 

 我孫子市平和事業推進市民会議ブログ記事の執筆担当は早坂委員と

した。 

 

（３） 閉会 

 

以上 


